
様式 43の４ 

 

胃瘻造設術 

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

    

１ 届出種別 

  ・新規届出 （実績期間  年  月～  年  月） 

  ・再度の届出（実績期間  年  月～  年  月） 

２ 胃瘻造設術の年間症例数                        例 

３ 経口摂取回復率 

①  

経口摂取以外の栄養方法を実施している患者のうち、他の保険医療機関

等から紹介された患者で、鼻腔栄養を実施している又は胃瘻を造設してい

る者であって、当該保険医療機関において、摂食機能療法を実施した患者

（転院又は退院した患者を含む） 

人 

②  

経口摂取以外の栄養方法を使用している患者であって、当該保険医療機

関で新たに鼻腔栄養を導入又は胃瘻を造設した患者（転院又は退院した患

者を含む） 

人 

Ａ＝①＋② 人 

③  
鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設した日から起算して１年以内に

死亡した患者（栄養方法が経口摂取のみの状態に回復した患者を除く） 
人 

④  
鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設した日から起算して１か月以内

に栄養方法が経口摂取のみである状態へ回復した患者 
人 

⑤  
当該保険医療機関に紹介された時点で、鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻

を造設した日から起算して１年以上が経過している患者 
人 

⑥  
消化器疾患等の患者であって、減圧ドレナージ目的で胃瘻造設を行う患

者 
人 

⑦  
炎症性腸疾患の患者であって、成分栄養剤の経路として胃瘻造設が必要

な患者 
人 

⑧  
食道、胃噴門部の狭窄、食道穿孔等の食道や胃噴門部の疾患によって胃

瘻造設が必要な患者 
人 

Ｂ＝③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧ 人 

⑨  

鼻腔栄養を導入した日又は胃瘻を造設した日から起算して１年以内に

栄養方法が経口摂取のみである状態へ回復した患者（但し、③から⑧まで

に該当する患者を除く） 

人 

⑨  ／ （ Ａ － Ｂ ） ＝     割     分 

４ 自院で胃瘻を造設する場合、全例※に事前に嚥下造影又は内視鏡下嚥下機能検査を 

行っている                  （ 該当する ・ 該当しない ） 

※ ３の⑥～⑧、意識障害等があり実施が危険な患者、顔面外傷により嚥下が困難な患者及び筋萎縮性側索

硬化症等により明らかに嚥下が困難と判断される患者を除く。 

意識障害等があり実施が危険な患者 人 

顔面外傷により嚥下が困難な患者 人 

※該当する届出事項を○で囲むこと。 

の施設基準に係る届出書添付書類 



筋萎縮性側索硬化症等により明らかに嚥下が困難と判断される患者 人 

５ 胃瘻造設術を行う場合、全例に多職種による術前カンファレンスを行っている 

（ 該当する ・ 該当しない ）  

６ 胃瘻造設術を行う場合、全例に計画書を作成し、本人又はその家族等に十分に説明を

行った上で胃瘻造設術を実施している      （ 該当する ・ 該当しない ）  

 

［記載上の注意］ 

１ 「２」及び「３」は特掲診療料施設基準通知第２の４の（10）に定めるところによる

ものであ ること。 

２ 「３」、「４」、「５」及び「６」は、年間症例数が 50 例以上の場合に記載すること。 

３ 「３」の③から⑧までについては、①又は②に該当する患者であること。 

４ 「３」の⑨については、①又は②に該当する患者であって、③から⑧までのいずれに

も該当しない患者であること。 

５ 「３」の⑨の「栄養方法が経口摂取のみである状態」とは以下の状態をいう。 

ア 鼻腔栄養の患者にあっては、経鼻経管を抜去した上で、１か月以上にわたって栄

養方法が経口摂取のみであるもの。 

イ 胃瘻を造設している患者にあっては、胃瘻抜去術又は胃瘻閉鎖術を実施した上で、

１か月以上にわたって栄養方法が経口摂取のみであるもの。 

６ 「３」の①及び②に該当する患者の一覧を様式 43の５により提出すること。 

 


